
あなたとまちのコミュニケーション情報紙 No.501 うみ彦・やま彦・夢産.It!!

、ル

h 
5 

広
報
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帥 2・7 特集福祉制度紹介

ト 8・9 平成8年度ごみ事情
z 10・11 ふれ愛こうさ点

凶 12・13 みんなのページ
14・15 消防訓練・スポーツの結果など
ト・

ふくしの窓16 

z 17・21 くらしの情報室
0 22・23 まちのうごさ

ω 24 あさひの美術など

幻想的な世界…
あさひ桜まつり・舟川のかがり火

fあさひ絞まつりjが4用13目、伎の名所として知られる舟川べ
りで聞かれ、大努の人でにぎわいました。

会l拐の特設ステージでは、泊芸銭組合の皆さんによる手踊リや

大家庄若駒太鼓会の勇壮な太誌などが鍛露。夜には30昼のかがり
火がともされ、光と伎がおりな4・幻組的な世界が広がりました。

⑥ 広報あさひIC!:資源賂のため雨舗を使用しています



ビス町のホームヘルフサー

＠ 

人
に
や
さ
し

国了
’フ

． 
高
齢
者
を
支
え
ま
す

L、

く
り

超
高
齢
化
社
会
に
突
入

数
も
作
々
憎
え
て
い
ま
す
。
ト
江
の
表

を
は
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、

平
成
8

年
で
は
全
体
で
3
3
6人
。
eY成
パ

作
と
比
べ
る
と
約
紛
れ
も
附
加
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
ひ
と
り
持
ら
し
の

日
齢
符
併
川
の
川
九
け
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
A

日
本
は
ん
ノ
や
似
川ナ
の
以
必
川
。

年
々
平
均
打
完
叩
も
仰
び
て
い
ま
す
。

平
成
凶
作
（

2
0
0
2
年
）
に
は
、

川
本
の
総
人
け
に
山
め
る
釘
成
以
上
一

の
川
八
け
が
、
川
崎

・
3
hけ
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
ぃ力
、
仙
川
町
の
出
齢
化
不
は
平

成
7
年
で
お

・
I
Uい
と
、
す
で
に
こ

の
数
？
を
起
え
、
山
内
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス

『刈
齢
化
社
会
」
を
し
仁
川

わ
る

「組
刈
附
化
社
会
」
に
突
入
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の

μ齢
化
の
進
凶
に
よ
り
、
ね

た
き
り
や
州
ほ
う
、
ひ
と
り
パ
ら
し

な
ど
陪
泌
を
必
裂
と
す
る
刈
齢
行
の

町
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

ね
た
き
り
な
ど
に
な
っ
た
場
行
で

も
、
「
山
み
伯
れ
た
れ
ハ
バ
の
家
で
作
仁

川
し
た
い
」
と
思
う
お
年
寄
り
も
多

い
の
で
す
が
、
家
政
で
卜
分
な
介
泌

を
行
な
う
の
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、

町
で
は
伐
古
川
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
凶
っ
て
い
ま
す
。

援護を必要とする高齢者の推移

ねたきり老人 痴ほう老人
ひとリ喜
らし老人

平成元年 42人 6人 187人

平成2年 44人 2人 241人

平成3年 34人 2人 247人

平成4i:手 41人 3人 241人

平成5年 50人 7人 267人

平成6年 50人 9人 266人

平成7年 46人 7人 271人

平成8年 46人 8人 282人

＠ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

日
前
作
仁
川
に
支
仰
の
あ
る
は
山
成
以

L
L

（
白
山
政
米
制
で
も
鮒
ほ
う
に
談
中
ー

す
る
人
は
合
み
ま
す
）
の
お
伴
氏
叫
り

が
い
る
家
庭
、
お
よ
び
身
体
附
市
計

の
い
る
家
凶
に
付
し
て
ホ

l
ム
へ

ル

パ
ー
を
派
出
し
、
帥叫ん
れ
で
次
ら
か
な

生
前
が
で
き
る
よ
う
段
助
し
ま
す
。

デ
イ

サ
ー
ビ
ス

介
川
崎
の
必
裂
な
侃
段
以
上
の
お
年

咋
川
り
を
施
設
ま
で
辺
迎
し
、
人
前
や

食
事
な
ど
れ
析
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
介
泌
す
る
家
族
の

身
体
的
、
制
神
的
な
口
加
し
を
減
ら
す

こ
と
も
川
的
と
し
て
い
ま
す
ι

fiHマ制111111のrt.¥l!t（数！ITTは？ドl'-6JJl I 1呪夜）

〉ノ

ト

ス
T 

ヨ
ね
た
き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
を
介

躍
し
て
い
る
・
米
政
が
、
旅
行
な
ど
に

よ
り
山
吉
で
介
躍
で
き
な
い
均
什
、

一
時
的
に
（
ア
川
以
内
が
原
則
）
特

別
茂
護
必
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
も

ら
い
、
家
族
の
口
一
判
を
料
州
し
ま
す
。

お
年
市
り
が
他
や
か
な
小
川
を
送

れ
る
よ
う
、

こ
れ
ら
の
い
制
批
サ
ー
ビ

ス
を
、
有
効
に
日
間
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

皆さんはホームヘルプサービスをご容じですか。
名前は知っていても、どんな制度か知らない人も多いと

思います。
令月号では、ホームヘルパーの皆さんに同行し、そのサ
ービスの内容や今年度から新しく行われる福祉事業など

についてもご紹介します。

イ

対
象 ホ
ー
ム
へ
ん
フ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

お
お
む
ね
日
成
以
上
の
ね
た

き
り
な
ど
の
お
年
待
り
を
介
捜
し
て

い
る
家
凶
、
ひ
と
り
い
外
ら
し
の
お
年

冷
り
の
家
出
、
身
体
怖
心
帆
刊
行
の
い
る

山
本
一
胞
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

一上

－
M
附
什
、

何小
川
を
人
パ
む
。
利
川
川
川
は
午
前
7

川
初
分
か
ら
午
後
6
川
初
分
ま
で
）

．
身
体
の
介
護
に
附
す
る
こ
と

食
市
戸
、
排
畑
、
火
矧
の
必
脱
、
入

計
、
身
体
の
泊
以
や
洗
山
夜
、
組
院

の
介
助
な
ど

－－
一森
下
に
附
す
る
こ
と

訓
州
、
衣
類
の
洗
崩
や
補
修
、
住

民
の
帰
除
や
整
仰い
怒
と
ん
、
作
仁
川

必
川
口川
の
引
い
物
、
阪
出
機
附
と

の
出
納
な
ど

・
相
談
助
、
円門
に
附
す
る
こ
と

生
活
や
身
の
上
及
ぴ
介
護
に
閲
す

る
相
談
肋
百
な
ど

手
続
き

「ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l
派
辺

巾
初
代
日
」
を
役
助
川
出
版
刷
制
球
へ
知

山
し
て
く
だ
さ
い
。派
辿
の
例
数
・時

間
は
家
庭
状
況
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

費
用

（l
川
川
匂
た
り
）
利
川
行
の

川
仰
に
よ
り
O
川
か
ら
9
2
0川
ま

で
に
似
分
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
健
康
耐
枇
課

（宮
役
場
内
線
1
4
3
・
1
4
4）
へ
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企話し相手になることも大切な仕事です。
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企この日は、 ホームヘルプサービスの利用日 ー時間のf広大に
関するアンケートも行われました。

,.. 
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企健康な生活には清潔が一番。掃除はていねいに
行われます。

4
月
叩
日
と
沼
田
、
ホ
ー
ム
へ
ル

パ
l
（
以
下
へ
ル
パ
l
）
に
同
行
し

た
様
予
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

4
月
叩
日
制
午
後

ひ
と
り
事
b
し
の
お
年
寄
り

M
さ
ん

4
川
叩

H
の
午
後
か
ら
M
さ
ん
官

へ
の
品
川
で
す
。
M
さ
ん
は
凶
作
的

か
ら
、
ひ
と
り
H
ら
し
そ
し
て
い
ま
す
。

品
川
仰
に
は
M
さ
ん
か
ら
、
汁
仁
川

川
川
や
良
べ
物
を
口
っ
て
き
て
ほ
し

い
も
の
の
叫
訓
が
人
り
ま
す
。

こ
の

H
の
住
文
は
、
洗
削
と
食
パ

ン
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
。

へ
ル
パ

l
は、

こ
れ
ら
の
買
い
物
を
し
て
か
ら
M
さ

ん
寸
じ
に
向
か
い
ま
す
。

「山
っ
と
っ
た
が
い
ぜ

l
mく
上

が
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
拠
か
ら
山
が
か

か
り
ま
す
ω

家
に
人
る
と
「
1
ん
以
に

し
と
っ
た
」
と
、
へ
ル
パ
ー
た
ち
。

M
さ
ん
と
品
し
を
し
て
か
ら
部
川
の

削
除
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
併
用

M
さ
ん
が
こ
の
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ

{1: I 
のビ
｜〔）ス
川の
。.flJ
HJ 
を
lま
じ
め
た
σ〉
は
｜作

4
M
J
M
 

1
J

7

e

J

 

胞
を
け
折
し
、

く
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

以
オミ

十
川
辺
l
川
へ
ル
パ
ー
が
米
る

H お 4
さ壬F月
ん重写 12
り自
の と同
み乏
の百
世
宇胃

利
用
日
・
時
間
と
も
拡
大

4
月
山

H
は
上
山
地

H
。

か
ら
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は

L
l
－

H
附
川
、
山
門
小
川
も
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
利
川
川
川
も
、

リ
ト
仰
の
ア
川

ω分
か
、
り
タ
ム
万
の

6
山川

初
分
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
け
の
午
前
中
は
、

H
さ
ん
℃

の
山
品
川
で
す
の

H
さ
ん
は
拠
さ
ん
と

の
こ
人
科
ら
し
。
奥
さ
ん
は
叩
年
前

か
ら
痴
ほ
う
抗
と
な
り
ま
し
た
。
H

さ
ん
も
介
護
疲
れ
に
よ
り
体
調
を
崩

し、

2
週
間
に
l
川
、
制
院
に
辿
っ

て
い
ま
す
。
「
山
外
に
日
仰
い
だ
般
か

ら
ホ

l
ム
ペ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
そ
聞
き
、
さ
っ
そ
く
中
し
込
み
ま

し
た
。
で
は
、
へ
ル
パ
ー
さ
ん
の
似

を
比
る
と
交
心
し
ま
す
ね
」
と
け
さ
ん
。

こ
の

4
H

企 fまた来週ねj

へ
ル
パ
ー
た
ち
は

H
さ
ん
宅
を
訪

れ
る
と
、
食
恨
の
山
中
陥
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。
こ
の

U
の
メ
ニ
ュ

ー
は

伐
さ
引
と
肝
来
の
点
物

「米
占
の

バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
食
べ
や
す
い
ト
八

き
さ
に
材
料
を
制
か
く
す
る
な
ど
、

そ
の
人
に
合
っ
た
食
事
を

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
の
納
め
で
、
迎

に
l
州
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
利
川
す

る
M
さ
ん
。
「
お
ふ
ろ
に
入
れ
て
も

ら
い
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

「
家
庭
で
の
介
護
に
は
阪
併
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
や
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
を
例
川
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
人
前

に
介
池
を
必
rmk
と
す
る
と
き
は
、
他

山
似
の
桝
っ
た
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
納
め
て
い
ま
す
」
と
へ
ル
パ

．、，
。

ー
ー
や
八
十
＼

よ
り
行
き
届
い
た
介
護
を

訪
問
し
た
日
は
、
東
京
か
ら
娘
さ

ん
も
米
て
い
ま
し
た
。
「
母
は
日
比
刷
版

が
羽
く
ひ
と
り
一
件
ら
し
な
の
で
、
ご

み
を
的
て
に
行
く
こ
と
が
大
変
。
ま

た
、
人
必
し
く
な
る
の
で
、
へ
ル
パ

ー
さ
ん
に
米
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
て

い
ま
す
」
と
ぶ
し
ま
す
。

へ
ル
パ
ー
た
ち
は
身
の
同
り
の
川

話
や
介
護
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
り

の
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
の
も
大
事
な

仕
事
。
「
話
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、

お
バ
い
の
気
持
ち
が
辺
じ
行
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
よ
り
行
き
川
い
た
介

池
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
の
へ
ル
パ

ー
た
ち
の
パ
集
。
心
と
心
の
ふ
れ
ん
け

い
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
人
に
行
っ
た
良
引
を
心
が
け
て

い
ま
す
」
と
へ

ル
パ
ー
た
ち

o
F
際

よ
く
料
州
を
作
り
ま
す
。
就
い
て
、

削
除
、
洗
出
な
ど
身
の
川
り
川
品
を

行
い
ま
し
た
。

様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

「川
の
線
々
な
川
社
サ
ー
ビ
ス
を

勧
め
て
い
ま
す
』
と
話
す
ヘ
ル
パ
ー

た
ち
。
け
さ
ん
が
病
院
辿
い
を
す
る

と
き
は
、
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
利
川

料
金
助
成
を
利
川
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
出
は
、
缶
入
の
み
例
市
の
初
版

以
上
の
人
に
（
却
し
い
製
作
は
次
の

ペ
ー
ジ
）
タ
ク
シ
ー
の
初
来
り
巡
口

相
内
剣
山
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

「体
調
が
思
わ
し
く
な
い
と
き
は
へ

ル
パ
ー
さ
ん
に
も
州
浜
し
て
も
ら
え

る
し
、

助
か
り
ま
す
」
と
ぷ
す
H
さ

ん
で
す
。

＼
レ
。、
l
jこ
う
ま
、
，
、
サ
つ十
H
1

J

J

J

’
J
J
J
B

’6

・J
L
L
H
’〆ν
l
u
u
わ

け
を
山
げ
で
こ
の
川
の
作
業
を
終

f

し
ま
し
た
内

ー
こ
ん
な
利
用
方
も
あ
り
ま
す
｜

取
材
先
は
い
ず
れ
も
お
年
市
り
の

み
の
家
胞
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
ト
ド
八
い
州
共
働
き
で
H

巾
、
お
作
所
り
の
加
し
げT川
を
す
る
こ
と

一

が
で
き
な
い
山
本
一
回
や
、
．
人
で
入
浴

一

や
氏
恨
の
川
河
河
川
を
す
る
の
は
大
変
と

い
う
方
も
利
用
で
き
ま
す
。
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ご 利届〈躍さ ω⑮

〈医療費の 助成 〉

．乳児 （（〉政児｝

満i践になるまでの乳児が、｜実療

機｜到に通｜抗・入院したときの｜仰が貨

は無料となりますτ

医療機関にかかるときは、保険~1[

とともに悩祉医節前求J；と乳児｜刈市
費受給資栴f.1EをJ暗示してくださL、c

・幼児 （l成児以上3よi1市山）

平成9年4川から、適用年齢が拡

大されました。

満1歳から3歳未満の幼児が、医

療機関に通院 ・入院したときの｜災出

資は熊本？となります。

院療機関で｜災保貨をいったん支払

った後、 l亙鋭機l~I とと、迎｜涜 ・ 入院

医療費ごとに川l，請してください。

支払った医療白は後｜｜、指定した

金融機関に振り込まれます。

〈特別障害者手当〉

20歳以上の方で、も＇j~ljJ または身

体に著しい重度の1:i-~·.:i:；.があるため、

｜｜常生活で常に特別の介護を必t!と

する ｛1'.宅の重度＇~~存者に立給してい

ます。（I人月額25,2301r1 i~ri'.f. 

制限あり）

〈心身障害児童福祉金〉

20歳半満で身体またはM~I＇に附

害のある児童の家出に玄給していま

す。（I人年傾30.0001'1所得制限

あり）

対象Vi主は、身体｜市古 fll1J~ をれす

る人、精神i埠羽ri・の判定を受けた入、

Jfi~ 向 f·I帳をれする人です。

．未就学児 （ 31.夜以 ｜ソlγ下校：j~＇t1)il

までの幼児）

i1:1:13抜から小学校に入学するまで

の幼山が、 ｜災民｛機rn1に人｜りにしたとき

は一部のC'!fl＇・があります 3 ・ ;m n i' 1. 
全を料｜出した古if！が助成されますc

1¥1点機IMJで｜災J!,tti:をいったん立払

った倍、｜災鋭機IY;Jごとにqr,mしてく

だ§い。

支払った｜刈ポt'di、後｜｜、 ~'fi ~とし

た令融機WJに阪り込まれます。

〈児童扶養手 当 〉

18i/!lになった後のIJNJの3川31

IIに到述していない児ti＼（または20

此本1i:11 の111~·,ii;V~l を長打する l-'ff家

出などに支給しています。（川市l人

のI弘行41、390111 1河川；l~JI山あり）

-1.E )gj l l 'dが紙っと、支給t~mを失

う！¥,l(Iがあるので、 111.めにT紘きを
してください。

〈補装具 ・生活品の給付〉

身体｜咋",i；.行などに晶子、 J主；4：、義

Ill!、till聴加、！.＇.（’i’問、 1Itいす、特殊

;f)f；などの給付していますc

〈タクシー料金を助成〉

身体j:i}',i;.fl・ r-11阪をりつ悦党、 111W

ヂ｜’1111(I 2級）に、タクシーの

初呆り利金を助成する来rlt存を交付

しています (Jよ本料金241irl分を11'

I !iii、チケッ トで主給）

〈紙おむつ代を支給〉

身体抑；；；.fl・ TIP］~ I . 2級または、

的行子l帳Aをf.'J'つ人のうち、イ｜’己で

65i長本i前の人が、おむつを佐川す

る助行、紙おむつ代を立；給していま

すν111,t1'iを叉け付けた11以後に！時人

した分から：法吋します。

〈特別児童扶養手当〉

rn t＇＇＇または身体に陪告のある20
品tA~ i1~4の在宅の児釈を養行する家低

に支給しています。（1級｜将官

50.35011! 1引等制限あり）

ただし、児童が施設に入！肝した場

合は受給資栴を失います。

〈母子家庭の貸付制度〉

付下（寡婦）家庭の方に、就学資金

(fl額14β00～59,00011・1}ゃ住宅資

金（I,450,000円）など13極類の資

金を低利でrrしIllす；1111度があります。

くひとり親家庭に医療費の助成〉

/:f-f .父子家庭および益育者など

で、18歳に速する日以後の最初の

3月31Flまでの児車を扶養してい

る／jに対して、保険診療の白己負担

舶をM助しています。（所得制限あ

り）

〈寝具丸洗いサービス〉

身体｜諮？？指手帳 I・ 2級を持つ、

ねたきりまたは、ひとり＃らしの人

に、年21口｜、寝貝（敷 ・掛tfi問・毛

イUで3枚以内）の洗濯、乾燥、消躍

を行っています。

〈住宅改善費を助成〉

市j良身体｜埠宵f]・が生活しやすいよ

うに(j；古を改占する場合、その経費

にHし補助金を交付しています。
対象は脱党間宮または肢体不白FH

の1・2級を持つ人。（所得制限あり）

〈医療費の助成 〉

身体防：古有子帳や療育千帳を持つ

人に医療~I:のDJJ成をhっています。

ただし、年齢や｜咋需の程度により

助成額が見なります。

四ω誼祉サー ビス（＊~ii;E);i ) 
議盟..... ＂盟

各種サービスを受けるには届け出

をし、認定が必要な場合があります。

Oねたきり
65i'.＆以l：でイ1：’tのねたきりになり、
その状態が6か月以上経過し、今後

も継続すると考えられる場合、地lメ

の11.'..'I~妥 L-lを通じて、阿にねたきり

主人のJ11iけをしてくださし、

O痴ほう
65uHY, I・で在宅の痴ほうになり、

その状態が6か円以上経過し、4iiilま

うのf',¥｝立が中山以上と思われるt弘行、

地IX:の1(11＝.妥Hを通じて、 PITに倒ほ

うn芭人のj汀iけをしてくださし、
Oひとり暮らし
ひとり作らしになった場介、地｜メ

のL0.'I：：委11をj凶じて、 ｜町にひとり民

らし位入のJLJIけをしてください。

〈訪 問看 護〉

介泌が必要な{t宅のねたきり老人

や刊文の身体1:,,n;.ri・などのいる家lit

をJ1M I 、 21irl訪川し、 治的上の 1 11:,t，~

や家政にHする介護方法などの指
導 .WJ I ；－，医療関係機関との~絡を

fi~ 、ます。

品川行設の石渡~；：f は 1！＼~料ですが、

次のt'iJllLtflJ川行負糾となります

－行，ilQにi史川した持j生材料 ・fl・,tlQに

！必ずる｜災・jjli1111'1.医(iiliの診察を生した

l~＼（1の .l~京料

〈福祉金を 支給 〉

65成以 ｜：でfr，七のねたきり、ま

たは倒ほう性名人の庁に、 lj＇待！

60.00011！を9！］と3円に分けて立

がiしています、＇('rf度述中での入

院・死亡の場行は）J iYIJりで支給）

ただし、19111-制限があります民

〈紙おむつ代を支給〉

65成以上でfr＇主のねたきり、ま

たは例｜ほう’｜性老人で、紙おむつを使

川している方に、紙おむつ1＼をム；給

しています。

＂＇請を受けた日以後に購入した分

から 1該当となります。

〈給食 サービス 〉

1ii J J ::l1 Iと第3火HU!11の川食11.1

に、 45人のお年寄りの方にお弁吋

を主給しています3

介勺｛土、特））lji_~護老人ホーム特製

のもので、民生長員やボランティア

の／j；をj困じて、自主にl1iiけられます。

〈電話を貸します〉

·,·[i , l，~ をよ？っていな l 、65/'.r~以 ｜；て’

ひとり作らし名人のお宝に、 h'1iNl:'1'li

,tliを1没li'r'します。IHfが設ii'l＇｛＇（ と J，~本

料金をぶ払います3 ただし、述。lM'f

は｛史JIJ!'l'fHf!となりますc

〈日常生活用具の貸し出し・給付〉

651夜以 上でねたきり、または、

ひとり作らし老人の方に特例（~.J 台、

マットレス、エアーパッド、 iii.いす、

インターホンなど、｜｜常生iri川口の

[1しII＼しゃ給付をしています》

〈寝具丸洗いサービス〉

65級以上で在’七のねたきり、Jiil

ほうn：主人、ひとり持らし芭人に付
し、 lf2 !iii、：8!!.=!-（敷 ・l1H1il・tl ・ L 

イ11で3枚以内）の洗濯、乾燥、 i['j,}J:

をiIなっています。

〈福祉推進員の派遣〉

65版以上でf主主のねたきり、ま

たは、？とり界らし主人の11・，；；γl'.i1'i

の＇（，（ ~tのl龍三Zと孤独感のlrWii'l を｜立｜ る

ため、高齢福祉tlf:進員を派遣してい

ます。

〈タクシー料金を助成〉

タクシーの初乗ワ足tiL？をilhi点する

来11J:舟を交付しています。

~f'I：は、向家J·H!fiをドjたなL、70

成以上の名人のみのjli：市、l1iJ一地IX:

に扶i主義務指ーとなるべき fどもがい

ないこと、前年分のJihf!H}｛がJI＇減税

｜！｜．都であること、などです。

〈住宅改善費を助成〉

65蔵以卜で在’主のねたきり、ま

たは、痴ほう性老人が生日しやすい

ように{l:：宅を改背ーするI暴行、その経

世に対し揃助金を交付しています。

平成9年度の新しいサービス

〈緊急通報装置の貸し出し〉

びとり暮らし老人や刊立身体llr'~ ＇h

行のfjに、緊急j困却装ji'lをrtしIllし、

:,;.1,J，材、災官など緊急のt弘行lこj出切な
対比、を｜立｜ります。

Jiーの際は、あらかじめな糾した

｜市）Jl-1!こ述絡が人ります。lhiiJ)Llが

Wi~J＇や~，fj し rr のときは、｜’｜動的に次

の｜翁）J民（巾請時に3名の協力L1の

笠録が必認です）へj困却することに

なります。

〈介護用自動車の貸し出し〉

iii. t、すi史川xや身体に昨；1；.のある
/jが、 • 1-tいすのまま外:I＼できるよう

介波川｜；｜動車を貸しti＼します。

介護川臼動1+1は併pq釆川市を改jむ

したもので、市の後ろから1liいすの

まま乗ることができますc

。
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資源物の回収量（トン）

平成7年度 平成8年度
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取
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と
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取
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帽四…平陪8年度

664 
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仰
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政
相
品
安
川
に
愛
制
さ
れ
た
品
川
山
さ
ん

以
米
A
J

け
ま
で
、
多
く
の
万
々
か
ら
行
政

に
山
ず
る
制
品
に
泌
し
て
い
ま
す
。

『
行
政
相
A
と
い
っ
て
も
そ
の
内
科
は

除
々
人
間
関
係
の
こ
と
か
ら
州
統
悦
な

ど
の
税
金
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題
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近
で
は
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坑
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糾
な
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卜
．
地
の
問
題
が
明
え
て
き
ま
し
た
九
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さ
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こ
と

な
が
ら
、

実
際
に
相
談
に
応
じ
る
円
引
は

大
変
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す

「
ま
す
相
談
相
子
の
ぶ
し
を
よ
く
聞
い

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

そ
こ
か
ら
解
決

の
糸
川
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す

ま
た
、

の
川
的
な
こ
と
は
、
悦

mト
し
や
介
沌
しし
の

万
を
川
和
介
す
る
な
と
刷
出
州
内
科
に
い
ル
じ
た

ア
ド
バ
イ
ス
ち
呪
泌
な
こ
と
ど
と
々
え
て

と
r川
す
魚
川
さ
ん

か
ら
川
び
行
政
相
説
会
川
に
委
制
さ
れ
ま

い
ま
す
」

こ
の
内
川

し
た「行
政
相
談
A
K
M
に
な
り
五
年
け
に
な

り
ま
し
た
確
か
に
難
し
い
問
題
も
あ
り

ま
す
が
、
解
決
し
た
と
き
は
、

引
分
の
こ

と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も

一
人
で
も
多
く
の
人
の
戸
を
聞

き
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
氏
献
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

相
談
は
無
料
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守

ら
れ
ま
す
凶
作
さ
ん
も
託
料
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
かさわやかさん

お
じ
ゃ
ま
（
ま
す

・
会
社
の
慨
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

附
利
・

1
1
4
年
に
的
十
川
則
金
山
仰
と

新
川

ι川
会
．
山
仰
が
ん
け
併
附
加
問
ト

．
作
に
副
代
の
均
所
に
移
ワ
ま
し

た
ボ
成
ベ
年
に
は
、
水
怖
い
川
金

ル
と
什
併
し
、
祈
川
水
稲
’
L
川
金
州

と
な
り
ま
し
た

．
H
の
米
山
的
存
は
約
八
卜
人
恒

夫
な
町
民
性
に
い
え
え
ら
れ
て
一
則
合

剣
山
、
融
資
制
と
も
に
卜
・
一
あ
る
主
的

の
中
で
も
上
位
に
あ
り
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
な
ん
で
す
か

伝
川
金
時
は
、
中
小
金
業
を
対
象

と
し
た
金
融
機
関
で
す
。
こ
れ
ら
の

企
業
を
立
陪

・
行
成
す
る
こ
と
が
大

き
な
使
命
だ
と
々
え
て
い
ま
す

そ
の
た
め
に
は
、
い
川
金
州
の
持

つ
械
々
な
融
町
制
位
を
お
符
さ
ん
に

~， 

智恵 さん （23厳明野）
イi崎戸在来 ｛鯨｝
l
 
l
 

E
E
EE
F
 

内

昭和61~、朝日町中央公民館高齢者数室で学習したピーチボ

ール。私たち高齢者でも手軽に楽しめることに魅力を感じ、｛中

閣作りを始めました。

当時の平均年齢は57才。米E富美子先生の指導のもと、週に
2回練習を行いました。
ゲームを楽しくするためにはまず塁礎練習が大切。いろいろ

なパス、サーブの打ち方などをくり返し練習しました。今では

打ち上げたボールの行方を追ってお互いに歓声を上げています。

時には童心にかえり、冬の寒い体育館の中でも汗を流すことが

できるようになリました。

チーム作りをして5年目に朝日町のピーチポール大会に2チ

ームが参加。初めて“のぎくチーム川を披露することができま

した。

昨年はi地カップ全国大会で優勝。夢にまて完た諾翠カップ
を手にし、週2回のお楽しみ練習がいつの間にか、チームみん
なの技術（ワザ）を高めたことと、何よりも会員みんなの心の和

が実を結んだのだと思われます。

チームを結成して11：年目。現在、会員は15名（男性1名、

女性14名）で平均年齢67才です。老いてますます盛んなリ、

美容と健康のためにいつまでもピーチボールを愛し、楽しんで

行きたいと思います。 （のぎくちーム代表野末みのる）

楽しく脳と体を鍛えて

⑪ 

~除
:z:s; 

社
訪
問

新
川
ル
小
橋
令
凶
的
支
店

従
業
員
数
・
・
・
・
・・・
・
・
十
七
人

預
金
塁
・
：
約
百
二
十
八
億
円

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
泌

時
晴
’

i

d
M島町

ea

’p

a

人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必

必
だ
と
々
え
て
い
ま
す

・
支
店
長
さ
ん
が
普
殴
か
ら
心
が
け

て
い
る
こ
と
は

「川
る
い
職
場
」

「大
き
な
け
惚
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
窓
け
で
は
明
る

い
対
一
ル
と
刺
し
み
あ
る
会
品
で
、
お

符
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ト
八
切
に
し
て
い
ま
す

ま
た
、
沙
外
判中ー
に
は
動
く
金
融

時
附
と
し
て
、

お
守
さ
ん
の
多
附
官
官

絡
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
折
叫
し

て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
常
川
し
、
地

川
崎
の
売
以
の
た
め
に

μ献
で
き
る
よ

う
労
力
し
た
い
と
思
い
ま
す

企支店長の橋本さん

趣
昧
は
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

社
会
人
と
な
っ
て
・
a

年
川
に
人
り

ま
し
た
。
会
社
で
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

業
部
に
所
版
。
現
化
、
山
門
業
を
判
中
ー

し
て
い
ま
す
。
机
に
向
か
っ
て
い
る

仕
下
よ
り
も
外
に
山
て、

い
ろ
ん
な

人
と
河
川
せ
る
の
で
’
H
分
に
行
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
い
く

一
人
前
の
件

混
と
し
て
い
必
め
ら
れ
る
よ
う
な
り
た

、．
？

r
i

t
，
｛
て
a
J
4

細
川
市
は
、
辿
に
．． 

、

る
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
ー
川内

白
川
し
て
い

を
動
か
す
唱
」
と
が
川
町
き
で
す
。

’’’
L
 

．、，宮山1

H

2

、ノ－
u

，．a司
H
ド
＆
ム、

J
u
f
U
A
，nh仁

テ
ニ
ス
を
す
る
の

を
裂
し
み
に
し
て
い
ま
す

ま
だ
ま
だ
什
分
の
川
川
を
決
し
み

た
い
の
で
、

判
断
は
今
の
と
こ
ろ
々

え
て
い
ま
せ
ん

．
卜
政
ま
で
に
で

き
れ
ば
と
、

の
ん
び
り
附
え
て
い
ま

川
町
担
の
タ
イ
プ
は
内
分
に

m
M

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
叫

すが
あ
り
、

を
持
っ
て
い
る
人
で
す
の

守「

I 

’ ’ ’ ’ 
」．．．ーー・・ーー・・・・ー・・・・・ーー・・ーーー・ー・・・・・

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
璽
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
1
2
）
へ
ご

一
報
を
。



4惑から

「みんなのページjは、皆さんでつく
っていただくコーナーです。イラス
トに限らず、日ごろ感じていること
や広く知らせたいこと、広報で取り
上げてほしい問題など、皆さんから
の声をお待ちしています。
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喧

H
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ぺ

剣

市

伽

似

h

・・1、，
巾
！
省

、

“
お
公
立
法
h
咽
，
側
ぃ
0
・

宮
工
2
2
1
h
E刻
、H
1
a
R

ン
む
ご
い

u
m自
圃

R
ゆ
摂
今

｝

’

す

s

X
か

H
H
i
F
d
岬

a園
田
－
r

J
H由
自
噛
岬

i

ハuaH

4
V

何回二
；
・’f
h
a
－－
ec－－

れ

汁

何

川

叫

H
M

山酌
同一山jV
川
一
．f
肘’什
H

は－
T
h
J
H
町
H

H
嶋

μ
・弘
M
制
点
を

昆

川
町

，ャ・

1
T
判
山
叫
布
市
即
日
い
附
川
町
一
即
い
哨
印
刷
内
〈

H
h
v
a
よ
か
町
山
一
引
品
川
隔
地

U
H川
時
ぷ

，A

’J

φ合
唱

a

’tv

‘．ea
可奪一’
J

a

i'1ijを呼ばれ、出張しながらもぺ

試よくi起がする姿に、 fどもの

成長ぶりカ：／1i］えましたc試験と

いう難｜剥を辿った入学式でiま、

＠ 

；：：~ ..；~：：：.： l~＇ 

家⑪；川.... 
企さくらん(i'(つ）

大人っぽい作資、ふるまL、。11,1

Jill には、~（ )jごに 1l1J かっている’I=.

(J:をけの吋たりにし、 11分の人

予式のことを思いII＼そうとしま

したが……。人間は忘れる動物

であり、 －・＇I：を終えるものかも

しれませんもそれとl1iJ111'に物 ’l~

をj父省し、 1]ij進するlりJIIがあり

ます。それを繰り返し、成長す

るのではないでしょうか。

ところで、入学式の記憶は店

かではありませんが、 小学校の

ころは11;J級生が多いためか、お｛

引が少なかったせいか、授業は

＠ 

今
川
胤
児

カ
ニ
が
2
叫しく
っ
つ

い
て
い
る
の

を
けん
て

保
付

「あ
っ
、

カ
ニ
が
け
ん
か
し
と

る
よ
｝

γ
J

「け
ん
か
ゃ
け
ん
か
や
！
」

S
なん

「
け
ん
か
は
や
め
な
さ
い
」
と

い
う
と
カ
ニ
が
雌
れ
て
い
き
ま

し
た

T
’A

一S
ち
・
ゃ
ん
の
パ
拡
聞
こ
え
た

ん
や
」

保
付

「そ
う
や
ね
。
カ
ニ
さ
ん
に
も

お
品
聞
こ
え
る
ん
や
わ
l
」

〔
雲

の
怪
獣
〕
（

2
成
児
）

み
ん
な
、
保
門
前
か
ら
討
を
眺
め

• A YOSU-NO-AH卜
LAい）

て
い
ま
す
。

F
，、ん

「
あ
っ
、

一主
動
い
と
る
l
」

H
eaん『
あ
っ
、
で
っ
か
い
訴
さ
た

1
0

村
山
品
み
た
い
」

F
’ん『
ア
ハ
ハ

l
。
日
開
け
と
る
よ
」

4・
11f 11変化にじiんでいました。’｜：

1IN1た、けのj受業や午後からの ~7-.

校｜｜ちありました。

l い学i時代は学.'i.i~ 8 クラスで、

lクラス55、6名。；γ主の授業

｛土マイペースで、勉強について

これない行はしかたがないとい

うが閉気。ただ、古：rn11uまl）ま

せんでした。また、ノ？とは述い

兄弟の多い11.'rr~~ いじめはあり

け
を
い
っ
ぱ
い
川

川
」

「本
中ーや、

け
と
る
ね

l
」

次
々
と
流
れ
る
容
を
けんで、

び
し
て
い
ま
し
た
。

大
高

〔チュ
ー
リ
ップ）

ミ
J
民
地
内

I
L

’ー、・
M
Hノ

k
e‘人

「
先
魚
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
亦

桃
み
た
い
や

く
な
っ
と
る
よ
内

ね」

似
吋

「本
中ー
や
ね
。
必
い
色
に
な
っ

と
る
ね
。
ど
う
し
た
ん
や
ろ
」

N
I
「
け
れ
つ
け
た
が
か
も
し
れ
ん

わ
l
」

S
：ん

「本
い
、
活
、
い
っ
て
亦
く
な
っ

と
る
が
か
も
し
れ
ん
よ
」

B
mw
Oイ
ズ

~~~ 

｛問
題
｝

①
川
に
ホ
l
ム
へ
ル
パ
l
は
何
人
い
るつ

＠
6
人

⑤

ア
人

。

8
人

②
ご
み
を
．小
法
投
挺
す
る
と
川

μ
川

以
下
の
訓
令
と
な
る
つ

＠
5
μ

＠
ぬ万

。
m．乃

③
ふ
る
さ
と
夫
術
館
で
山
似
小
の

「川
上
峠
仙
挺
」
は
6
月
の
向
H
ま

でつ・＠9
H
 ⑥
ゆ
日

。mqu

〔応
雰
方
法
〕

会
は
が
き
に
符
え
の
ぷ
り
、

年
齢
を
占
い

て
5
H
日
リ

（中！
日
消
印
れ
効
）
ま
で
役
均
総
務
ぷ

秘
代
以
日
仏
協
係
（一
T
m
m
｜
肝
制
判
川
辿

－卜

1
1
3
3）
へ
進
っ
て
く
だ
さ
い
。

氏
名
、

州
選
で

3
人

ι川内川
川
和
げ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
例
の
中
l
選
者
は
ア
ン

ジ
ュ
ー
ル
さ
ん
、

イ
リ
ス
川
山
さ
ん
、

心
品
川
上
山
は
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ません（つ）が、ケンカはよくあ

りました。先生にしかられ、家

でfll告すると視からは先生のInf

れにも怒られたことも－ 。

そんな父親が他界して33

"F一一。“移！のありがたみは、

いなくなって初めてわかる”そ

んなことを1111恕しながら軍を止

らせています。（4Jll8LI記）



農相地域総倉交瀦健港施設
あさひふるさと創造栓』『有限会社会社名〉凶E謹~JS11ffl軍司

『なないるl~ffe\IM』議長。。。愛

住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
制
度

を
新
設
し
ま
し
た
。

ー
人
口
定
住
促
進
対
策
に
向
け
て
｜

－m万円
を
限
度
に

・
3
年
間
交
付
し
ま
す

明
川
町
の
人
山
・凶
作
化
を
促
進
す

る
た
め
に
、
町
内
の
祈
た
な
卜
．地
に

れ
唱
を
新
築
さ
れ
る
いん
付
与
に
刈
し
て
、

同
定
資
必
税
相
当
額
｛
限
度
初
万
円
）

を
犯
肋
令
と
し
て
火
付
し
ま
す
。

こ
の

『れ
ん
も
取
引
犯
励
ん
ぶ
ん父
付
制

度
」
に
は
、
次
の
心
行
以
川
門
に
一
議
中
ー
す

る
こ
と
が
叫
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
内
己
の
川
件
の
川
に
供
す
る
た
め
、

あ

青：3
山や合
掌病
ゴニ・’ E害
土ぃ丙
－ ・・ 科

部
長

医療の現場から

川
内
の
祈
た
な
1
．
地
に
机
℃
を
新
築

見－

1
・て
7

A
C
J
4ふ
J

r
ノ

。
川
外
か
ら
の
い
ね
入
門
に
つ
い
て
は
、

中
古
住
宅
を
台
め
た
住
宅
を
取
引
さ

れ
た
いん

※
奨
励
金
の
交
付
加
は
、

取
得
し
た

作
ん
じ
に
か
か
る
川
－
M
白
山
悦
に
州
中ー

す
る
制
で
、
初
万
円
を
限
度
に

3
作

間
交
付
さ
れ
ま
す
。

品
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役
山
川

（宮
役
似
内
線
2
5
3）

ま
で
お
附
い
ん
け
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
課

~· 
お刺身と消化器系の病気

富山は海の幸に恵まれていま
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山の地の魚が一番だと思う人が

多いのではないでしょうか。 今

月は、魚介類を生で食べること

について話します。
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一番よくお目にかかる病気は

胃アニサキス症です。イカやタ

ラなどに寄生するア二サキスと

いう寄生虫が、刺身などについ

て入り、胃の粘膜に食い込むこ

とによって強い腹痛が起きるも

のてeす。痛みをこらえきれずに

来院されますが、胃カメラで長

さ2～3センチ太さ1ミリ以下

の虫を確認し、 つまみ出すこと
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5 月のス
〉郡Cクラス野球大会
4日（8)9:00～サンリーナグランド

じ郵便局長杯ゲートボール大会
10日出830～海浜公園

b町民朝関野球大会開会式
11日目7:30～サンリーナグランド

i>町民テニス大会
11日間9:00～サンリーナテニスコート
（※雨天サンリーナ第2体育室）

［＞町民ソフトテニス大会
11日（日）900～サンリーナテニスコート
｛※雨夫教文体高館）

b郡Cクラス野球大会
11自由9:00～サンリーナグランド

〉全国家庭婦人バレーボール郡予選
18日目9:00～サンリーナ第1体育室

〉町春季ミニバスケットボール大会
25日（8)9:00～サンリーナ第1体育室
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28日附9:00～サンリーナグランド
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イカを生で丸ごと食べると1～

3日後に腰痛やおう吐、腹満感

（お腹が張った感じ）などが出

てきて数日絶食で入院すること

になリます。 ホタルイカを生で

食べるなら、内臓を取って弟、蚕

だけを食べるほうが無難なよう

て’す。

ちなみに、私は刺身が大好き

です。
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ふく新年度の

予算

＆ 
事業費
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社会福祉
協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す福祉団体です。
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収入

白助会貴

共同募金

補助金

会費

宮 83・1100

募

集

F
U
自

衛

官

朝日町役場

－

一
般

・
技
術
的
叶
部
候
補
生

募
集
人
員

V
M
f
（A
K
M
）
陸

上
必

u
m
%、
似
しし
川虻

Hmun、

航
市
川
虻
川

mu引
v
kι
－a

｛A
K
川｝

山仲
L
L
・必
H
8
U円、出川ト：山
M
H
H
5

折
、
航
刈
自：泌
H
5
U引

受
付
け
期
間

4
川
げ

Uω
か

ら
5
川

μ山
W
Hま
で

－2等
院
ト一

募
集
人
員
V
川内

r
－
附
卜
州
主
U

3
u
h
 

受
付
け
期
間

4
川
げ
け

ωか

ら
5
川
以

U
伏
ま
で

身
分

特
別
帆
川
家
公
務
付

問
合
せ

伐
助
総
務
泌
総
務
係

（mu
役
均
内
制
2
1
3
）
ま
た
は

内
側
陥
魚
沖
必
伸
取
引
務
所

（
宮

μ
H
1
0
3
6）
へ
。

2,301 

946 

4,556 
積立金

-~>1 
t>c~ 

11,405 

3,350 
873 

緑滋金

~ 

察

官

ー
ぶ
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か

行
の
ヴ
作
を
｜

職
種

情
パ
烈
宵
A

婦人山市川－

m行
A

資
裕

州刑
制
位
作
4
川
2
け
か

ら
、
附
利
引
午
・
4
川
l
け
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
小
学
栄

町
ま
た
は
が
成
叩
化
・
3
け
に
や

業

μ込
み
の
人

受
付
け
期
間

5
川
旧
日

ωか

ら
6
川
川
円

ωま
で

第

1
次
試
験

7
川
日
日

ω

叉
験
中
込
み
な
ど
行
し
い
こ

と
は
制
川
州
必
品
川
（
公
邸

0
4
3
0
｝
、
行

M
K所
に
お

川
い
九
日
せ
く
だ
さ
い

つ

職

業

能

力

開
発
の

1
た
め
の
受
験
生

募
集
科
自

治
同
件

定
員
：

mun
（
引
火
）

願
魯
締
切
り

5
川

8
ハ
ω

入
所
日

5
川

U
H
ω

訓
練
期
間

3
カ
川

申
込
み
．
般
泌
…外
行
・
・
山
山
川
町
川
市

職
業
能
h
H
山
発
セ
ン
タ
ー

－
M
川
似
陥
受
給
行
：
・
公
共
峨

業
交
辺
一
山

そ
の
他

却
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
川
川
淀
セ
ン
タ
ー

｛
山
部

引：・

H
市
川
崎u
臼

H
0
2
5

1
｝
へ

＠ 
n83ー0576

＼一その他その他

朝
日
川
社
会
悩
祉
協
議
会
の

平
成
9
年
度
の
ヤ
業
計
耐
と
予

算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

上
平
年
・
出
は
町
民
の
ニ

l
ズ
と

地
域
の
制
批
泌
泌
を
み
つ
め
、

制
民
が
安
心
し
て
日
ら
せ
る
住

み
よ
い
川
づ
く
り
を
け
指
し

て
、
次
の
市
ド泌
を
主
胞
し
て
い

き
ま
す
。

①
仏
怒
川
発
事
業

・
広
報
「
ふ
く
し
の
窓
」
先
行

．
第
ぬ
川
仰
け
川
社
会
協
批
大

会
の
閉
山
川

・
祈
成
人
抗
日
の
作
発

．
行
助
会

U
のパ針山刷

②
地
域
制
批
吋
出
動
凶
机
近
川
ド
米

・
地
域
総
A
H
制
批
川
動
グ
ル
ー

プ
設
山
巡九
日
明
菜

ありがとう
あたたかい志

も 羽田町鶴銀行

30.000川

O小川温泉JCl~ . ホテルおがわ

さんから 31.491川

Of'l 糊地？？栄さんから亡きl手
きくゑさんが’I:1iliお llt.l~にな

ったお礼として

I 00,000ドi
01vH~小7：校児m会さんから

14,9531'J 

松水はなさんから

10.000l'J 

0窪[fl紛人会さんからアルミ；Ii
[uj似代金の 世部

18才 I140.000～ I ｜男女以上1 160.00<1 

広 1184～11soooo～｜ 
30:t I 1 as.000 I 

18才～ I180.000～同
敏治 . ~8 II工 男50::1 300.000 I ,., 

120才、 161.000-
自動量~働士 1I 25二rI 202.000 

2。耳、＇180.000-’if 60才 300.000

~ 18才～ 180.000～
唱組婦iI 45二fI 195.000 

I 20;.f～I 100 ooo～， 縫哩 t目指｜ I ＂.＿・；：：；：：－：.，；..《 l
I 50耳 I 120」。。01
30耳～ I114.400～ 国｜｜
55才 I 123.200 

' 18：才～ I125.000～ 
ウ Tイトレ λl I I 45才 I 150.000 

1 0 1 紹 ￥，~＿'.I ~ ~ 183~； ＇ s措
求人情・i-r.11t1LこJ.JI号くたさv』
一〈均しいことIJ......，公旦麗互支!i:i'fli!自分室 宮82-0198へお問い合わぜてくたさい．

0とくちさんから

平成9草5月分
i~ 経静
お 01;

本間

不問
普通自動・免許

女生
2 

3 

性
別

賃金年錦

ホット求人情報
受理
謡号

)1(人. '•) 

1£ i璽及ひ !JI拐

怠2 

3 

催

ー
朝
日
岳

，
山

開

き

登

山

会

期
日

6
川
初
日

ω
m
H
m

（

l
的

2
H）

参
加
資
格

山山
城
以
上
印
成
本

渦
の
人

会
費

．
般
l
2
、0
0
0刊

小
中
似
8
、0
0
0川

定
員

初
計

./.. 
宿主tふれあい教室

自動車釜鍋士民喝
2渇叉l<l3級

1 語通塁駐車受ll.;..I: 
E車語系慣崎両’a

1 ，，：；：・、 iE益免齢

4 

0栄町

・
地
域
制
枇
祈
動
振
興
市
ド
業

．
地
域
福
祉
満
州
の
刷
依

・
副
社
関
係
川
体
の
行
成

－M
m
M
m
ふ
れ
あ
い
教
本
の
開
依

③
釘
右
制
祉
抑
進
明
暗
ポ

・
ひ
と
り
作
ら
し
い
む
人
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
の
夫
胞

圃
ヲ
〈

圃

μ」
圃
品
ソ

圃

4
J
－ン
モ
フ
？
め－hH
 ．0A 

・
亭

z
h
aν
 

ら圃－
L
F』nv 

「－’’

・
ひ
と
り
作
ら
し
悼
む
人

η配
食

サ
ー
ビ
ス
の
%
胞

・
ね
た
き
り
を
人
等
紙
お
む
つ

支
給
悦
楽
の
夫
施

－M
m
位
機
山
川
貸
付
引
業
の
実
施

＠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
抗

品
川
引
業

－
m
M
m必
「
ハ

l
ト
フ
ル
州
日
」

の
発
行

－
改
鋭
、
あ
っ
せ
ん
、
相
談

・
人
門
満
州
の
川
ぷ

2 

本塁号

高島卒以上
着渇自動車~·ヰ

平岡

不問

宮E

女

女

文720 

illHl民

* 板

5 

6 

9 

7 

8 

4.3751.Y 

O似llダンスクラブさんからダ
ンスパーティ似係金

1 o.ooori 
Oえんどれす制「｜さんから
制拘I機関防人質念として

250.000PJ 

・
推
進
協
淡
会
の
間
航

．
第
5
州
制
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
集
い
の
削
れ

－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

f
成

－
M
枇
数
行
椛
巡
明
暗
ボ
の
夫
施

＠
快
活
制
祉
行
合
川
川
の
航
遊

⑥
v
山
日
立
制
行
の
前
川
市
ド
業

⑦
比
ハ
川
口
好
命
治
紛
の
批
准

③
心
配
ご
と
相
ぷ
所
聞
投
下
業

の
推
進

＠
民
生
川
ル
求
愛
口
協
議
会
業
務

の
挑
逃

⑩
日
本
ι仲
卜
ア
叫
札
業
務
の
併
進

朝
日
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
移
阻
の
お
知
ら
せ

4
川
よ
り
、
明
日
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
朝
日
町

田
川
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
修
設
し
ま

し
た
。
な
お
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
は
の
拡
加
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

閉
会
せ
先

制
け
川
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

（
制
批
セ
ン
タ

ー
内
）

g
m
H
2
3
8
2

ea 
¥!00 

年
金
不
立
金
還
元
融
資
で

医
療
機
器
を
整
備

平
成
8
午
伎
の
年
金
μ
別
々
令

選
べ
融
資
に
よ
り
、
あ
さ
ひ
総

九
日
梢
院
の
似
的
機
械

mu．ハ（川町

料
、
泌
U

郎
総
村
山
小
の
険
行
災
円
、

川村
・以
酬
明
似
刊
の
陣
内
山
町
ユ
ニ
ッ
ト

勺
｝
が
税
制
さ
れ
ま
し
た

こ
の
「
作
令
制
似
合
ほ
・
ベ
融

資
」
と
は
、

地
域
山
民
の
魚
川

向
L
L

に
州
桜
役ぃ
叫
つ
公
社
ハ
比
四
川
以

昨日中の税
制
に
付
し
て
年
金
資
金

融
資
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す

持
さ
ん
か
、り
お
い
削
か
り
し
た

川
同
年
金
の
何
H
A
h
が
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
役
以
て
ら
れ
て
い

ま
す
、
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町
ピ
ー
チ
ボ
1
ル
講
習
会

日
時

5
川
悶
川

・
引
け
山
附

・

お
円
倒

午
前
9
時
ぬ
分
か
ら

l
L
Y
O〉

－

H
3
3
 

会
出
場

サ
ン
リ

l
十

対
象

川
内
に
わ
仕
付
す
る

ω成

以
L
L
の
人

指
潟
者

側
日
川
ピ

l
チ
ボ
ー

ル
協
会

μ

受

講

料

加

料
（
保
険
は
主
航

行
側
で
川
人
）

申
込
み
先

生
抗
予
科
館
（
念

的
以

H
l
2
9
4
）
及
び
明
日
町

－A
化
体
行
セ
ン
タ
ー

｛公
邸
H

1
8
3
8
｝へ

開
催
期
日

7
川
5
リ

ω・
6

M
M
の
2
N川

会

会

湯

サ
ン
リ
l
ナ
（
州
日
川

大

丈
化
体
行
セ
ン
タ
ー
）

国

参

加

資

格

・

出
火
と
も
印
必

舌

以
上
（
作
附
は
平
成
9
年
7
川

J

5
H
M
紅
の
減
年
齢
と
し
ま

・、

す
）

・
2
H川

（JT
巡
、
決

マ

肋
リ
l
グ
｝
と
も
山
助
イ
能
な

伝

一

塩

プッカ
れ翠
9

諸而↑4
 
第

＠ 

巴
庭
木
の
手
入
れ
実
習
教
室

…ul小
の
子
人
れ

（
列
店
な
ど
一
一

の
泉
州
耐
を
消
必
と
災
怖
を
通
し
一

て
修
叫
し
て
み
ま
せ
ん
か

一

日
時

5
川
お
け
附

・
6
川
5

日
山川

・
ロ
ハ
附

・
旧
日
山
附
の
A吋

川

午

後

i
山
川
初
分
か
ら

3
川

初
分
ま
で

易
協
川

h
，R
叫

f
w
，
w

－－b
・p
・

，，
U
Hw
f

釦’l
ehH

募
集
対
象

制

H
川
に
代
作
ま

た
は
勤
務
を
わ
す
る
成
人
久
性

一

定
員

初
名
（
先
約
舶
）

一

受
講
料

肌
料

一

申
込
み

凶
刊
行
A
K
U
会
中
れ
乍

制
川
川
州
｛
会
川
以
川
内
線
3
2
2｝

チ
ー
ム

参
加
料

｜
チ
l
ム

5
、
0
0

0
円
（
保
険
料
合
む
｝

競
妓
区
分

別，
l
の
初
、
久
子

の
市

一

チ

1
ム
編
成

抗
将

i
名
、
進
一

子

4
1ア
ヤ
引
を
わ
っ
て
チ
l
ム

一

を
い
糊
成
し
て
く
だ
さ
い
な
お
、

一

川
．
の
人
を
山
間
数
の
チ
l
ム
に

枚
以
ず
る
こ
」F
は
で
き
ま
せ
ん

ま
た
、
航
刊
が
印
成
木
尚
の
人

は
…
必
子
と
し
て
以
九
日
に
山
山
川
柳
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
み
方
法

制
日
川
・
え
化
体

行
桜
興
公
社
（
例
日
川
文
化
体

行
セ
ン
タ
ー
内
）
に
備
え
付
け

の
参
加
山中
込
み
バ
を
悦
川
し
て

く
だ
さ
い
υ

申
込
み
締
切
り

5
川
泣
け
山
川

問
合
せ

州
川
川
ぷ
化
体
行
セ

ン
タ
ー

（
2
m
H
1
8
3
8）

2
0
0
0年
と
や
ま
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
愛
称

す
て
き
な
名
前
を
付
け
て
く
だ
さ
い

募
集
期
間

5
パ
l
H
ω
か
ら

6
川

7
日
川

応
募
方
法
－

N
mハ
ガ
キ
ま

た
は
、

u
fメ
ー
ル
に
マ
ス
コ

ッ
ト
八
、
マ
ス
コ
ッ
ト
Hn
の
没

「時の精j

新也記への発展の願い

を込め、2000年を浮き

彫りにした。

A 「風の精J

夢を祭せて金団へ、未

来へ幸を重量ぶ．
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紘
を
川
記
し
、
そ
の
簡

mな
説

明
を
付
け
て
ごい
山
必
く
だ
さ
い
の

・
作
所
、
氏
名
、
年
附
、

．術
品

滑
り
、
職
浪
、
竹
川
を
記
入

－
れ
作
、
木
綿
ぶ
の
も
の
に
山

り
ま
す

白

川
悩
禿
l
以
川
万
円

先
行
3
以
外
2
U川
川

発
表
・
表
彰

uo川
に
予
定

応
募
先

山
田
川
川
民
体
行
大

会
山
山
山
市
備
委

U
会
下
政
仙
川

内

『
マ
ス
コ
ッ

ト
変
体
必
然
』

係
（
一
丁
則
市
山
市
交
仲
川
町

2

同
北
川
本
ス
ク
エ
ア
5
断

念

0
7
6
4
H
M
W
H
9
6
6
7｝

C
完
「
一
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J
F
J
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コ
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c
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c
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タ
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ネ
ッ
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町
黒
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お
知
ら
せ

E
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

叩
伺
・
乙
Mm
（あ

1
5
6
m）
・
内
州

試
験
実
施
日

6
川
同
日

ω
・

2
1
0
．9
1
0
 

q
L
l
l
H
U

円
〆
』

l
l

“U

試
験
会
湯

向
…
山
仁
業
ぃ
門
同
校

－

M
山
仁
淀
山川
校
ほ
か

願
倍
受
付
け
期
間

5
川

7
日

制
か
ら
5
川
旧
日
附
ま
で

作
し
く
は
前
川
明
円

（企
部
川

0
0
0
9）
ま
で
。

「一
今年の4聞から．後11住尽笠

i5&Rll2510事（パスポート）申請
書の悶絡を備え旬けていますの

で、ご常留の方lまご制岡下さい。
なお、パスポートの申請．受付lま

富山県脈絡也ンター

Cn0764=45=4581 ＞まで．

ー
あ
な
た
の
声
が

，
近
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す

悩

山
叫
設
内
の
山川
川
出
問
問
で
あ
る

道
路
一
的
汲
会
で
は
、
迫
山
町
純
化
備

の
十
川
山
れ
や
進
め
万
な
ど
に
つ

い
て
、
昨
作

『
キ
ッ
ク
オ
フ

・

レ
ホ
｜
卜
」
を
作
成
し
、

み
な

さ
ん
に
ぷ
け
ん
念
日
り
取
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
ん
μω
仙川
h
川
を
い
た

た
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た迫
路
市
議
会
以
上
中
政
策
部
会

a

，
 

で
は
、
そ
の
山
南
な
立
川
ん
を
叫

に
、
今
後
の
迫
凶
町
政
策
の
万
向

性
や
逃
め
ん
万
な
ど
に
つ
い
て

A

A
し
て
き
ま

し

た

そ

の
け
川
県

を

「中
川
と
り
ま
と
め
』
と
し

て
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
ち
う

．
仰
は
み
な
さ
ん
か
ら
ご
必
日
ん
を

い
た
だ
き
た
い
と
以
い
ま
す

「小
川
と
り
ま
と
め
」
を
ぶ
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＝平成9年商業統計調査実施のお願い＝
6月 1日現在て＼全国一斉に商業統計調査が実絡

されます。調査員が皆さまの商店にお伺いしますの

で、開ftにご協力お願いします。

〈〉調査則悶 5周中旬から6月中旬
く〉銅査対象 卸売小売業を包むすべての商店

。翻登お項 従業員数、 年間商品販売額など

lo問合せ先役渇総務課 （鮒 織内線214）まで

間u
の
hU
は
、
次
に
お
川
い
介
せ

く
だ
さ
い
。

姐
品
以
前
川
町
山
て
が
が
務
所
判
州
代

第

．．
 
ぷ
（
2
0
7
6
4
H
UA
H

1
7
0
1）
 

日
川
山
以
上
本
部
泊
山
町
制
州
（

2
0

7
6
4
H
引

H
4
l
l
l
）

以
H
ド
L
L
ι
トド
汚叫川町
1
明
会
内
t
m本

t
’
j

J

o
t
－

t
f
b
T
1
7
”
 

｛会
0
7
6
5
H
U出
H
5
3
l

3
ご
存
じ
で
す
か

1
検
察
審
査
会

い父川山市ド仙
川
、
店
敗
、
お
ど
し

な
ど
の
犯
加
の
被
川
に
あ
っ
た

が、仲似・桝小一
日
が
そ
の
が
刊
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
P

そ
の
よ
う

な
不
満
令
お
山
ち
の
打
は
、
九
山

山
検
山
門
市
術
作
会

（3
2
H
O
1

6
0｝
に
お
ス
料
に
ご
州
議
く

だ
さ
い

一
H
新
川
文
化
ホ
ー
ル
よ
り
H

一

一5
月
四
日
伺
は
臨
時
休
館
日
と

一

な
り
ま
す
．出

個

前
名
人

武
宮
正
倒

E
I

織
構
内
自
死

A
5手
ま
て
－

un
・
ヒ
ン
ト
：
J
・リド
m
J
U
し
て

d
h
n
d
ヅ

γ
リ
わ
ら
い
て

1

3分
亡
初
品
開
‘

1
分
以
内
て
－
－

住

W
A

育段者を目指して

－
・

l
i

－
－．
 

9
 

．．
 
－
 

”
 ．．
 
”一

十

L
1＋・
6

．
「
！
？
：
・
’

<Wt？れま21へージ』

5丞！
本三宅J
箱三あ）
εミ3

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（倉
田
日

0
5
7
4）

新
し
い
本

（
一
般
本
）

B
S

，．ぞ院
1

2

1

、

に
f

£‘，
r
，，．P
E

’

’’’
an叶
レ

釦

U
U

ジ
ョ
ン
が
ボ

l
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た

け

J
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オ
ド
ネ
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命
の
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総
本
山
悦
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係

ニ

モ

れ

ケ

ズ

北
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火

税
務
刈
此
の
内
山
市
北
川
市
川
肝
給

食
う
－
M
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ψ
る
永
ボ
与
修
行
川

阿
川
々
村
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水
辺
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ゆ
り
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ご
柳
淀
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ピ
ス
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ロ
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マ
ッ
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全
レ
シ

ヒ

扶

ゑ

社

刊

N
H
K
テ
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・
ガ

イ

ド

あ

ぐ
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N
l
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山
版
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ク
マ
の
フ
ー
さ
ん
の
刊
乍
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－

T
－
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス

ト
八
地
と
と
も
に
日
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．
化
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t
a
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z
f
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4
M
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伺

H
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p
AV
川
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l
J
Z
H
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の
ち
の
イ
メ
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ジ
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レ
ー
ニ

ン

グ

川

中

主

沖

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
か
ら
つ
は

の
州
問

C
・
ス
ト
ー
ル

版
史
上

の

本

人

出

仰

幼

（小
説
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叫
州
出
相
似
仙

小
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山
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の
制
泊
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ラ
ウ
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山
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百
年

3
川
加
川
の
制
に
、

京
以
の
地．
卜
で
ほ
ん
と
う
に
何

が
起
こ
っ
た
の
か

A
r
－b
後
泣
州
に
山
内
し
む
被引いい

庁
、
サ
リ
ン
の
峨
刊
に
な
っ
た

人
の
治
絞
ら
約

ω人
に
、
ポ
作

の
附
の
係

f
や市ド
件
後
の
午
前

な
ど
を
－
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が
か
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付
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ノ
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フ
ィ
ク
シ
ョ
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fi83帽 1100朝日町役場
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健康インフオメーシヨン
問合せ：保健センター

愛

の

献

血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
行
名
（

3
川
夫
純
分
、

合
印
は
制

M
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は

m
M献
血
朽
）

峰
崎
地
区
会
水
品、ぷ
入
、
水
品

川u
f
宮
崎
地
区
ム
芝
日
本
久

灯、
h

山
川
必
さ
ち
え
、
総
本
時
々

笹
川
地
区
食
小
体
統
的

泊
地

区
会
以
附
仙
川
上。
、
会
川
巾
山
．
、

会
水
野
川
仏
、

A
M
水
山
問
、

会

川
崎
川
政
治
、
公
判
船
山
附
紀
、
ム
M
V

以
怖
心
、
カ
ト
〈
村
総
人
、
会
川

十
院

号
、
食
品
山
峡
川、

ムM
ぃ本

卜し
必
、ム
M
UW1

町
出
彦
、
※
紡
兵

制
代
、
※
平
板
ト
允
、

附
林
ひ
ろ

み
、
約
川
川
川
制
忠
、
ル
れ
波
桁
ノ
r、

『病虫害の防除J

η川
ぷ
ιs、
H
M
作
山

f
、
朴
向
日

川
れ
弘
、
川
『
川
’l

～，
r、
汁
尚
北
H

’パ
・41l
，
．，
J
1

3

．，品刷
、a
’

f
、

ぃ
本
上
ド
H
パ
紀
子

五
箇
庄
治

区
食
鍛
治
市
閥
、
会
川
村
市
、

A
H

一品
川
市
一
、
会
川
間
政
昭
、

A
H
州

内
太
久
哉
、

ムM
符
日
尚
山
仏
、

AM山川版、※州川花山仏、※

以内川f、ト八久似広、北似似m
．． 、大久保必史子、ハ仏川必

f、追分山口州兵f南保地区
会大森抑彩、会小林古一、

食小公日明子、※山中小沼治、

5月の脅種相談
1時間 口会場〈十LI;l炎はJ!lt料〉

6日 心配ごと相談
ω 13:00、16:00 口制M：センター
13日 心配ごと相談・家庭児童相談
ω 13:00～i 6:00 口弘＼M：センター
14日 社会保険出張相談
。同 10:00～15:00 口役場会，；.r~ '-i~ 

19日 裁判所出張調停相談
伺） ’9:00、16:00 口制祖l：センター

20日
心配ご、と相談・行政相談

人権相談
り。

13:00～16:00 ロ制祉センター

心配ごと相談

27日 13:00リ 6・：00 ロ制；II：センター

ω 交通事故相談所巡回相談
10:00、15:00 口県，＇＇；l¥1li~1 ,\M：センター

28日 社会保険出張相談
(71<) 10:00～15:00 口役場会議前

朝日目T食生活改善縫進員｛泊二区）

あ
な
た
の
胃
、
大
文
夫
で
す
か

漕
ゃ
そ
う
カ
ル
シ
ウ
ム

ll，＼ .こしょう..・・・・・・少守

(I人分＂iたり｝

エオ、ルギ－ . ・・348kcal

カルシウム u ・・237mg

Ji,.¥H ・ー ＂ .・ l.9g

ヘリコプターに。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

円

v
点
仰
の
押
印
川
M
F
r

さ
ん
か
ら
絵

州
「
作
興
」
（
山間
万
円
相
ψ
I）

マ
点
以
仙
川
会
会
以
の
総
代
附

．，
さ
ん
か
、
り
州
政
絶
版
の
た
め

ハυ
・1

・1e

A
U
s
λ
H』

マ
4
附
パ
人
さ
ん
か
ら
川
政
必

出
の
た
め

m
u川川

一
ー
納
税
は
便
利
な

一

口
座
振
替
で
｜

焼きタマごはん

作り
、・．閉』ーーーーーーーーー

① ときほぐした卵のq1に、ごはん、とけるチーズ、

せん切りにしたハム、きざみパセリ、 Jin¥、こしょ

うをIJllえてil-lぜる
② フライハンにバターを人れ然し、 ① を流し人れ、

Jと1f1iがいlまったら災i与して、色よく 1oloirl1iをt)tく。
｛お好みでケチャッフなどを添えてくださt、｝

• 業 手i JJ 11 
ノz、" i場

（対象者等） 受 付 l時11:1

心の健康相談

（「門門予Nt.1；附附約制制削；1出lilJ附 5J 1191101) 
！日市；保健所けもします（fi52-1224) 13:00～14・：00

痴ほう性老人の相談ち受けます守

機能訓練 5JJ2011（刈
似住llセンター

(lltll 'i叶q創出市f;・) 13・：00～13:30
咽

子育て教室 I 5) l 23 11 （~＇（） 
保健センター（生後l～2かJlの亦ちゃ’ん1I 13:30～13:40 

とおかあさん ※ 

一一
3か月児健診・脱臼憤診 5112711(刈

保健七ンター
(9ll'2J-l’七まれ ※） 13:00～13:30 

4・5か月児健診 5JJ201 H刈
保健センター

( 8 {!'I 2J-J 1.まれ ※｝ 9 30～10・：00

一
1歳児健診 6JJ 311(刈

｛以俗センター
(811'4・5J1’｜：まれ ※） 9:30～10:00 

1歳6か月児健診 GJ J221 1<~＇l 
｛法制！センター

( 7 {('.I OJ J ・I I J j’｜：まれ ※） 。13:00～I:3:30 

育児相談 5JJ281 Hね
｛九Hillセンター

（？｜｜談.fl；＂刊行 ※） 9:30～11 :30 

急性灰白髄炎（ポリオ） s) J 911 （~~） 
i以何回1センター[8句6JJ以前に’ほれた人）

で2阿飲んでいない人 ※ 13: 15～14:30 

急性灰白髄炎（ポリオ） 5JJ 1611附
l~Mセンター

(8平7月～9!F(円1・まれの入 、l 13: 15～l 4:30 
日本脳炎

（酬は21.i]雌 5年6l 6JJ 311附 i法制！センターJ l～5年ll月＇I：まれの人 '・ 13: 15～14:30 
j品川｜は11111 411:6) 1～※ 
41,f 8灯生まれの人

※ ／：t+'f~長持参fi83-3309 

＠ 

。健康体l軍事·~~及び健康相絞（L 、ずれも希袋者） t革、 5周の毎週金IJlf日午前90寺30分から保
健センターで、健康相絞は毎週火蹴日午後1鈎30分から老人渇松センター（5月28日は塁
線集活センター｝でも行っています．
・住民自主診の日夜l草、先月配布した I保健カレンダーlにJS秘してあリます。銭当される方に
t主役I易から案内いたJます．

I - r写真で見る羽田町のうつ
｜りかわりjより

物；員寧故I'

交通事故発生状況調
3周末現在（ ）内t;i:前年間周比

休日救急診療当番医符甥～午後間
5月3日同 i丸川 医院 fi83-3391 
5月4目白 ｜伊東医院 fi83-0504 

5月5日冊 l 煽東医院 fi83-2299 

5月11日冊日 ：橘高縦 医院 fi82-0010 

I 5月18日 医院 fi82-0791 

5月25自由 ｜寺崎医院 fi82-1118 

ガソリンスタンド休日当番店
5月3月ω 全 店 戸邑必4、 業

5月4月日 全 店 9昌晶4‘ 業

5月5月開。 全 店 営 業

5月11月日 小川石油 ft83-3033 
トーーーーーー ｝一ーー、

5月18周回 浜岡商店 ft82-0578 

5月25周回 中央農協 ft83-1135 

詰
塞
と
詰
将
棋
の
解
筈

〈結QiE島幸） !.'.I I ωツケか11に判Hii
4・’pえない:;J.1j/<J> .唱で I:I、ωと
むらかをタメ・ゾマリに持＜ r耳目2で
J:.li・・：！.＼GJ;て

〈諸将領正解＞ I I ~ nl. l•;J n'. I 
劃L lul/ll.之 ・（fJ. 1 .. ・1 ＂‘：！と．
I . k、2：とまで9r .. 1；，的
〈島1U昆＞IllをピシりとHって ll叫地
以を1mn 1 l吋般をI•・I ~1 なら：可 1吋
，.，，で，；，•；，みます 11:;.w 3「lI の l
劃1ちりれです 似を：d に Ii・，て
は，J,'i，みません なお初r::i 1叫fr1!i 
I '.1；、.2 :nt. I I“I Ii J1. I・＇，.，＇，；ら
ません
111:1：舗はHJへ由シi

第 2・;lロ4土俗自は外来休診（試行）です。
急患は夜間・休日を問わず、24時間いつでも受付けします。 怨83-1160あさひ総合病院

S宰1務時間／午後7日寺～午後11日号
室歪54・0731

診療日／回目遣日 祝臼
所在地／県郡消防主主向側新川地区休日夜間急患医療センター
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広報保では、あなたの回りの身近な話題を待っています（fi83-1100

歌手の小母
あずささんも熱唱

ーあさひ総合病院で「ふれあい桜まつりJ-

入
院
し
て
い
る
万
々
に
楽
し
く
が

の
一
川
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
阿

川
卜
・

一川
、
あ
さ
ひ
総
A
H
州
院
の
リ

ハ
ビ
リ
似
で
「
ふ
れ
あ
い
桜
ま
つ
り
』

と
題
し
た
出
い
ぶ
ん
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
川
は
、
川
市
野
凶
ツ
集
会
の
み

な
さ
ん
に
よ
る

『化
吟
行
頭
」
な
ど

の
附
り
が
拙
話
さ
れ
た
ほ
か
、
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
所

同
の
波
放
政
子
、
小
崎
あ
ず
さ
さ
ん

が
ヒ
ッ
ト
山
を
熱
附
今
ま
つ
り
に
花

を
添
え
ま
し
た
。
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本番に向け連日けいこ

＠ 

一宮崎地区で椎児舞の練習一

川
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
靴
児
舞
は
、
宮
崎
の
鹿
的

神
社
の
杏
然
り
判
例
の
行
事
。
今
年

は
五
円
一一
、
凶
U
の
両
日
に
行
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
本
需
に
向
け
た
糾
m
H

が
判
灯
じ
川
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
州
り
T
は
小
学
生
．
．
 
年
生

か
ら
門
年
引
の
川点
心外
卜
一
．人
。
町
の

作
仁
川
政
汚
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
地

以
の
人
た
ち
が
桁
狩
の
も
と
、
川
山
め

rは
川
山
札
れ
な

「や
り
削
り
』
、
久
の

rは
情
一
…
な
「

M
W
い
」
を
お
は
や

し
と
州

r本
に
A
H
わ
せ
て
述
日
け
い

こ
を
続
け
て
い
ま
す
り

ま
た
、
昨
行
か
ら
神
裂
の
的
も
小

戸
ト
仁
川
、
ベ
ド
ト
仁

ν川
νl
。
一
ぶ
流

η

J

J

4

’
7
J

｛

i
t
 

山
内
小
り
を
慌
り
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

辻｛＇；・1!1(.f

血
行
の
交
通
安
全
夫
施
中
の
刊
は
卜

川
、
山
－
M
の
・
出
附
付
近
で
入
山
作
・
刑

判
と
糸
魚
川
作
山
内
小
山
刊
の
行
川
に
よ
る

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

一一県境合同キャンペーンーー

「ぃ
父
泌
が
般
防
止
に
以
瓜
は
な
い

越
中
・
越
後
路
ゆ
っ
く
り
と
」
を
什

い
百
葉
に
、
川
川
市
恥
安
全
協
会
の
怖
さ

ん
を
は
じ
め
、
川
附
打
所
川
川
山
や
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ク
イ
ー
ン
な
ど
約
山
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
今
年
の
併

卜
メ
の
午
－
．
刈
と
ニ
ワ
ト
リ
川
羽
も
判

別
参
加
。
「午
咋
少
で
越
中

・
越
後
路

を
交
通
い
下
級
は
モ

l
ケ
ッ
コ
ウ
」

と
P
口氏に

，
役
。

参
加
行
は
八
日
げ
綿
を
’
H
く
ド
ラ
イ

バ
ー
た
ち
に
マ
ス
コ

ッ
ト
を

F
波
し

な
が
ら
、
災
ん
h

巡
似
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

ど
れ
も
、

7

ダ
フ
ル

ま
す
ま
す
お
元
気
で

｜
金
森
ち
い
さ
ん
が
白
寿
に
｜

秋

田

; t・ノ

覧

Z玄

川
の
ぷ
然
必
念
物
に
折
山
比
さ
れ
て

い
る
秋
川
犬
の
民
覧
会
が
．a
－ハ
二
十

H
、
サ
ン
リ
l
ナ
の
引
巾
場
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

秋
川
犬
保
存
会
計
山
県
支
部
が
で

似
し
た
こ
の
民
覧
会
に
は
、

川
町
内
は

も
と
よ
り
長
野
、
新
潟
、
石
川
な
ど

か
ら
約
七
十
匹
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

愛
ド
八
家
が
丹
精
込
め
て
削
向
し
た

だ
け
あ
っ
て
ど
の
い
八
も
見
事
な
風
貌

で
郷
、
雌
ご
と
に
成
犬
ゃ
れ
犬
な
ど

川
部
門
で
順
仰
を
競
い
ま
し
た
。

ト伺
磯
苑
に
入
所
中
の
合
森
ち
い
さ

ん
が
九
十
九
蹴
の
山
ぃ
々
を
迎
え
ま
し

た
。
町
で
は
、
こ
れ
を
お
祝
い
し
て

一一
．川
一
．
卜
八
日
、
魚
川
刊
川
以
ら
が
悦

い
状
と
羽

E
K仰
同
を
附
り
ま
し
た
。

合
総
さ
ん
は
則
的
：
・
卜

．
年
の
や

ま
れ
。
U
応
酬
叫
が
刷
い
ほ
か
は
い
た
っ

て
位
以
で
、
テ
レ
ビ
を
は
る
の
を
来

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
川
。K
が

「米

作午
、い
り
此
の
お
川
い
に
ま
い
り
ま
す
」

と
川
を
か
け
る
と
、
実
創
で
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

二、

待

望

の

四

車

線

化

に

向

け

て

北
陸
自
動
中
迫
の
制

H
－
上
組
問

ー

北

陸

自

動

車

道

槻

山

ト

ン

ネ

ル

西

が

着

工

｜

の
問
中
綿
化
に
向
け
た
峨
山
ト
ン
ネ

ル
同
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
阿
月
九

川
、
川
ト
ン
ネ
ル
の
坑
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

城
山
ト
ン
、
不
ル
．内
i
ぃ下

は
総
延
長
六
γ
H
4て
十
メ
ー

ト
ル
の
似
川
。
仁
市
け
州
以
約

十
位
円
を
か
け
、

一平
成
十

年
三
月
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
祈
願
祭
に
は

魚
川
州
民
を
は
じ
め
仁
が

倒
係
荷
約
七
十
人
が
山

山
。
i
u引
の
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。

山
川
山
川
側
で
は
以
後
の

ト
ン
ネ
ル
ト
．
u’。
州
市
線

化
に
向
け
、

一
一
川
も
い
い

完
成
が
待
た
れ
ま
す
ね
。
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仁
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．
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⑮
ー
あ
さ
ひ
の
美
術
ー
日
比
U
M
HU
⑮

郷

愁

雪

国
一
九
九
二
年
作

（
一
九
九
袴
×
＝
五

odワ）

川

上

峰

仙

一
九．

一九
年
1

山
部
の
外
で
は
北
風
が
吹
く
す
さ
び

笥
が
杭
殴
り
に
降
り
続
く
。
家
の
中

で
は
亦
々
と
閥
炉
町
長
の
火
が
燃
え
、

⑬ 

＠ 
ほ
の
か
に
と
も
る
ラ
ン
プ
の
灯
。
そ

れ
ぞ
れ
の
抑
制
か
さ
が
、
乙
女
の
ほ
ほ

を
亦
く
染
め
る
。
外
が
ど
ん
な
に
吹

省
こ
う
と
、
そ
れ
が
何
回
続
こ
う
と
、

附
炉
裂
を
問
む
勾
困
の
家
族
の
心
は

暖
か
い
。
か
つ
て
、

H
本
の
家
族
は

そ
れ
ぞ
れ
の
倒
・
涯
を
持
た
ず
、
閉
炉

裂
の
回
り
で
将
ら
し
た
。
い
つ
も
、

家
肱
の
顔
が
近
く
に
見
え
た
。
い
つ

も
、
家
族
の
つ
ぶ
や
き
を
息
づ
か
い

を
感
じ
な
が
ら
H
々
を
送
っ
た
。
今

は
も
う
失
わ
れ
た
家
族
の
風
景
、
心

の
中
の
風
慌
が
水
m強
制
制
の
こ
の
噸

面
の
中
に
揃
き
込
ま
れ
て
い
る
。

幽
家
川
上
崎
仙
（
削

U
町
不
動

荒
川
身
）
は
、
余
暇
に
雌
昧
で
手
が

け
た
絵
耐
の
世
界
に
ひ
か
れ
て
こ
の

迫
に
踏
み
入
っ
た
。
岩
崎
巴
人
を
附

と
仰
ぎ
、
結
い
こ
ろ
は
日
本
表
現
派

の
作
家
た
ち
と
の
交
流
も
深
く
、
強

く同時四時
U

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
剛
、
洋
副
の
技
法
に
捕
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
白
出
な
先
制
却
で
時
に

は
天
竺
木
綿
に
、
あ
ま
の
す
す
や
、

川
砂
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
独
特
の
絵

肌
を
脱
し
出
し
て
い
る
。

川
上
峰
仙
展l
郷
愁
を
揃
く
｜

六
月
二
十
九
U
ま
で

一
般
丘
O
O円

小
中
山
川

一
O
O刊

と
な
り
町
の

話
題

宇
奈
月
麦
酒
舘
聞
か
オ
ー
プ
ン

下
奈
月
町
の
下
立
に
あ
る
地
ビ
ー

ル
レ
ス
ト
ラ
ン
「
宇
奈
月
麦
酒
館
」

が
凶
H
一九
日
、
オ
ー
プ
ン
し
、
大
抽
出

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

県
部
の
夕
刊
水
を
使
い
、
ド
イ
ツ
製

法
で
糠
逝
し
た
宇
奈
月
の
地
ビ
ー

ル
。
コ
ク
が
あ
り
亦
っ
ぽ
い
色
を
し

た
「
ア
ル
ト
」
、
さ
つ
ば
り
し
た
味

わ
い
の
『
ケ
ル
シ
ェ
ン
ペ
ド
イ
ツ

の
ブ
ル
ワ
リ
l
マ
イ
ス
タ
ー
が
作
っ

た
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
三
種
矧
が
あ

り
ま
す
。

年
中
川
間
休
で
、
午
前
十

一
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で
日
捺
し
て
い
ま
す
。

報＠
室広

H9.41現在 （）は前月比

V
今
月
口
げ
か
ら
『
広
報
あ
さ
ひ
」
の

印
刷
方
法
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

編
集
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
作
い

文
ア
も
大
き
く
、
ま
た
、
千
而
か
ら

立
体
を
な
識
し
た
紙
而
づ
く
り
が
吋

能
と
な
り
ま
し
た
。
読
み
や
す
さ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
け
ん
て
楽
し
い
広

報
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
感
組
な
ど
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
V
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
い
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
泌
伝
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
企
業
の
み
な
ら
ず
何

人
に
も
必
及
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

県
内
で
も
、
山
川
村
が
希
盟
す
る
肘

仰
に
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
村
お
こ
し
が
全
問
的

に
話
題
に
な
る
な
ど
、
各
市
町
村
も

情
報
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
V
い

ず
れ
、

一
家
に

一
台
、
い
や

一
人
に

一
行
が
当
た
り
前
に
な
る

H
も
そ
う

述
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
扱
え
な
い
と
、
時
代

に
取
り
処
さ
れ
る
こ
と
に
・・・と
顕
で

考
え
る
よ
り
も
、
ま
ず
触
れ
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

＠

世帯数5,151 （ー17)計17,089（ー76)女9,055(-49) ｛町の人口〕男8,034(-27) 


